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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データ
を受け付けて、ＲＧＢ値に関する色情報に基づいてＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ
値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成し、前記透明情報に基づいて
インク量補正データを作成し、前記インク量補正データに基づいて前記ＣＭＹＫ値に関す
る色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを個別に補正することを特徴とする記録データ
生成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の記録データ生成装置において、
　前記ＣＭＹＫ値以外の色情報は、下地層を形成するインクのインク量に関する情報であ
り、
　前記ＣＭＹＫ値に関する色情報は、前記下地層上に前記記録データに基づく記録画像を
形成するインクのインク量に関する情報であることを特徴とする記録データ生成装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の記録データ生成装置において、
　前記ＲＧＢ値と前記透明度とから前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外
の色情報とを変換する第１変換テーブルを有することを特徴とする記録データ生成装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の記録データ生成装置において、
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　前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変
換する第２変換テーブルを有し、
　前記第２変換テーブルを用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ
値以外の色情報を、前記透明度に基づいて補正する演算式を有することを特徴とする記録
データ生成装置。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の記録データ生成装置において、
　前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変
換する第２変換テーブルを有し、
　前記第２変換テーブルを用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ
値以外の色情報とを補正するための補正データを、前記透明度に基づいて生成する第３変
換テーブルを有することを特徴とする記録データ生成装置。
【請求項６】
　ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データ
を受け付けて、ＲＧＢ値に関する色情報に基づいてＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ
値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成し、前記透明情報に基づいて
インク量補正データを作成し、前記インク量補正データに基づいて前記ＣＭＹＫ値に関す
る色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを個別に補正するよう記録データ生成装置に実
行させることを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データ
を受け付けて、ＲＧＢ値に関する色情報に基づいてＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ
値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成し、前記透明情報に基づいて
インク量補正データを作成し、前記インク量補正データに基づいて前記ＣＭＹＫ値に関す
る色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを個別に補正することを特徴とする記録データ
生成方法。
【請求項８】
　請求項１から５のいずれか１項の記録データ生成装置に接続されることを特徴とする記
録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録データ生成装置、プログラム、記録データ生成方法及び記録装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、表示装置で表示するためのＲＧＢ形式の画像データに基づいて、記録装置で
記録するためのＣＭＹＫ形式の記録データを生成することが行われている。　
　また、近年、画像形成用の所謂カラーインクとは別に例えばホワイトインク等の別のイ
ンクを用い、該ホワイトインク等を用いて下地層等の記録が可能な記録装置が使用されて
いる。　
　そこで、例えば、特許文献１及び２には、カラーインクとホワイトインクとを用いて記
録するための記録データ生成装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２２８３１６号公報
【特許文献２】特開２００７－２８２２０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、画像形成用の所謂カラーインクと、該カラーインクとは別のインク（例
えばホワイトインク）と、を用いて記録が可能な記録装置を用いて記録する場合、所望の
記録画像の記録が容易にできない場合があった。例えば、前記記録画像が、画像部分と、
該画像部分の周囲を構成する周囲部分と、で構成される場合、前記周囲部分を前記ホワイ
トインクで記録されないようにすることが容易にできない場合があった。これは、従来、
一般的な被記録媒体は白色が多かったため、前記周囲部分の色が白色である場合、背景画
像の色を透過しているのではなく、前記記録画像に設定された色と認識させて記録データ
を生成することが一般的な記録データ生成装置で行われていたためである。詳細には、こ
のような従来の記録データ生成装置は、カラーインクに対応するＲＧＢ値に関する情報し
か持っていないＲＧＢ形式の画像データに基づいてＣＭＹＫ形式の記録データを生成して
いた。
【０００５】
　なお、特許文献１の記録データ生成装置は、カラーインクに対応するＲＧＢ値に関する
情報しか持っていないＲＧＢ形式の画像データに基づいてＣＭＹＫ形式の記録データを生
成する。すなわち、上記一般的な記録データ生成装置に該当する。このため、前記周囲部
分を前記ホワイトインクで記録されないようにすることはできなかった。　
　また、特許文献２の記録データ生成装置は、カラーインクに対応するＲＧＢ値に関する
情報を有するＲＧＢ形式の画像データと、ホワイトインクに対応するＲＧＢ値に関する情
報を有する前記画像データとは別のＲＧＢ形式の白画像データと、に基づいてＣＭＹＫ形
式の記録データを生成する。このため、前記周囲部分が前記ホワイトインクで記録されな
いように前記白画像データを生成することにより、前記周囲部分を前記ホワイトインクで
記録されないようにすることは可能である。しかしながら、前記白画像データを前記画像
データとは別に用意しなくてはならず手間がかかっていた。
【０００６】
　そこで、本発明の目的は、画像形成用の所謂カラーインクと、該カラーインクとは別の
インクと、を用いて記録が可能な記録装置を用いて記録する場合において、所望の記録画
像の記録を容易にすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明の第１の記録データ生成装置は、ＲＧＢ値に関する色
情報と透明度に関する透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データに基づいて、ＣＭＹＫ
値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成
することを特徴とする。
【０００８】
　ここで、「ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有する」とは、前記
データが、一般的な色情報であるＲＧＢ値の情報の他に、透過度パラメーター等の透明情
報を有する場合が挙げられる。なお、透明情報を有していれば、透明及び半透明を表すデ
ータだけではなく、透過度が０のデータも含まれる。　
　本態様によれば、前記画像データは、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情
報とを共に有する。そして、該画像データに基づいて、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭ
ＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成する。ＲＧＢ値に関する
色情報と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色
情報に、例えば変換テーブル等を用いて容易に変換することができるので、所望の記録画
像の記録が可能な記録データを容易に生成できる。
【０００９】
　本発明の第２の態様の記録データ生成装置は、前記第１の態様において、前記ＣＭＹＫ
値以外の色情報は、下地層を形成するインクのインク量に関する情報であり、前記ＣＭＹ
Ｋ値に関する色情報は、前記下地層上に前記記録データに基づく記録画像を形成するイン
クのインク量に関する情報であることを特徴とする。
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【００１０】
　ここで、「下地層を形成するインク」とは、下地層を形成可能なインクを意味する。ま
た、画像データの種類等によって、該インクにより下地層を形成しない場合があってもよ
い。さらに、下地層を形成する目的と画像を形成する目的の両者を兼ねていてもよい。な
お、この下地層を形成するインクの具体例としては、ホワイトインクやメタリックインク
などが挙げられる。　
　本態様によれば、下地層を形成するインクのインク量及び前記下地層上に前記記録デー
タに基づく記録画像を形成するインクのインク量を所望の記録画像の記録が可能な量にす
る記録データを容易に生成できる。このため、下地層を形成可能な記録装置を使用して、
所望の記録画像の記録が容易に可能になる。
【００１１】
　本発明の第３の態様の記録データ生成装置は、前記第１又は第２の態様において、前記
ＲＧＢ値と前記透明度とから前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情
報とを変換する第１変換テーブルを有することを特徴とする。
【００１２】
　本態様によれば、前記ＲＧＢ値と前記透明度とから前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前
記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変換する第１変換テーブルを有する。このため、ＲＧＢ値
に関する色情報と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値
以外の色情報に、前記第１変換テーブルを用いて容易に変換することができる。すなわち
、所望の記録画像の記録が可能な記録データを容易に生成できる。
【００１３】
　本発明の第４の態様の記録データ生成装置は、前記第１又は第２の態様において、前記
ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変換する
第２変換テーブルを有し、前記第２変換テーブルを用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関す
る色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを、前記透明度に基づいて補正する演算式を有
することを特徴とする。
【００１４】
　本態様によれば、前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以
外の色情報とを変換する第２変換テーブルを有する。そして、前記透明度から前記第２変
換テーブルを用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情
報とを前記演算式により補正する。このため、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する
透明情報から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、前記第２変換テ
ーブルと前記演算式を用いて容易に変換することができる。すなわち、所望の記録画像の
記録が可能な記録データを容易に生成できる。　
　なお、前記第２変換テーブルは、前記透明度を用いずに前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ
値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変換する。このことにより、前記第
２変換テーブルを前記第１変換テーブルよりも小さくすることができる。
【００１５】
　本発明の第５の態様の記録データ生成装置は、前記第１又は第２の態様において、前記
ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変換する
第２変換テーブルを有し、前記第２変換テーブルを用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関す
る色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを補正するための補正データを、前記透明度に
基づいて生成する第３変換テーブルを有することを特徴とする。
【００１６】
　本態様によれば、前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以
外の色情報とを変換する第２変換テーブルを有する。そして、前記透明度から前記第２変
換テーブルを用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情
報とを変換するための補正データを生成する第３変換テーブルを有する。このため、ＲＧ
Ｂ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹ
Ｋ値以外の色情報に、前記第２変換テーブルと前記第３変換テーブルを用いて容易に変換
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することができる。すなわち、所望の記録画像の記録が可能な記録データを容易に生成で
きる。　
　なお、前記第２変換テーブルは、前記透明度を用いずに前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ
値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変換する。このことにより、前記第
２変換テーブルを前記第１変換テーブルよりも小さくすることができる。
【００１７】
　本発明の第６の態様のプログラムは、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情
報とを有するＲＧＢ形式の画像データに基づいて、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ
値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを記録データ生成装置に生成させる
ことを特徴とする。
【００１８】
　本態様によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値
に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、例えば変換テーブル等を用いて容易に変換
することができるので、所望の記録画像の記録が可能な記録データを、容易に記録データ
生成装置に生成させることができる。
【００１９】
　本発明の第７の態様の記録データ生成方法は、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関す
る透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データに基づいて、ＣＭＹＫ値に関する色情報と
ＣＭＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成することを特徴とす
る。
【００２０】
　本態様によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値
に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、例えば変換テーブル等を用いて容易に変換
することができるので、所望の記録画像の記録が可能な記録データを容易に生成できる。
【００２１】
　本発明の第８の態様の記録装置は、請求項１から５のいずれか１項の記録データ生成装
置に接続されることを特徴とする。
【００２２】
　本態様によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値
に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、例えば変換テーブル等を用いて容易に変換
することができる記録データ生成装置に接続して記録できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態に係る記録装置を表す概略斜視図。
【図２】本発明の一実施形態に係る記録装置のブロック図。
【図３】本発明の一実施形態に係る記録データ生成装置のブロック図。
【図４】本発明の実施例１に係る記録データ生成過程のデータ推移図。
【図５】本発明の実施例１に係る記録データ生成過程に使用される第１変換テーブル。
【図６】本発明の実施例１に係る記録データ生成過程に伴う各情報の値を表す図。
【図７】本発明の実施例２に係る記録データ生成過程のデータ推移図。
【図８】本発明の実施例２及び実施例３に係る記録データ生成過程に使用される第２変換
テーブル。
【図９】本発明の実施例２に係る記録データ生成過程に伴う各情報の値を表す図。
【図１０】本発明の実施例３に係る記録データ生成過程のデータ推移図。
【図１１】本発明の実施例３に係る記録データ生成過程に使用される第３変換テーブル。
【図１２】本発明の実施例３に係る記録データ生成過程に伴う各情報の値を表す図。
【図１３】タッチパネルに表示されるプレビュー画面を表す図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下に、本発明の一実施形態に係る記録データ生成装置について、添付図面を参照して
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詳細に説明する。　
　本実施形態の記録データ生成装置は、本実施形態の記録装置に接続し、該記録装置で記
録を行うための記録データを生成可能なＰＣを例に挙げて説明する。
【００２５】
　最初に、本実施形態の記録データ生成装置であるＰＣ１７（図３参照）が接続される本
実施形態の記録装置１について説明する。　
　図１は、本実施形態の記録装置１の概略斜視図である。　
　記録装置１は、図１に示すように、媒体支持部４を備えている。搬送部３は、搬送方向
Ａに媒体支持部４を移動することにより、被記録媒体を搬送する。
【００２６】
　装置本体２には、記録ヘッド６が備えられている。記録装置１は、キャリッジ５を介し
て搬送方向Ａと交差する走査方向Ｂに記録ヘッド６を往復移動させながら、記録ヘッド６
のインク吐出面Ｆから被記録媒体にインクを吐出させて所望の画像を形成する。
【００２７】
　なお、記録装置１は、下地層形成用のホワイトインクと、画像形成用のカラーインク（
ブラックインク、シアンインク、マゼンタインク及びイエローインク）と、を用いて記録
可能である。　
　ただし、このような構成に限定されず、例えば、下地層形成用のインクとしてメタリッ
クインクを用いることができ、画像形成用のインクとしてその他の色のインクを用いるこ
とができる。
【００２８】
　また、記録装置１は、記録画像のプレビュー画面等を表示可能なタッチパネル１９を備
えている。
【００２９】
　次に、本実施形態の記録装置１における電気的な構成について説明する。　
　図２は、本実施形態の記録装置１のブロック図である。　
　制御部１０には、記録装置１の全体の制御を司るＣＰＵ７が設けられている。ＣＰＵ７
は、システムバス８を介して、ＣＰＵ７が実行する各種制御プログラムやメンテナンスシ
ーケンス等を格納したＲＯＭ９と、データを一時的に格納可能なＲＡＭ１１と、不揮発性
メモリーであるＥＥＰＲＯＭ１２と、に接続されている。
【００３０】
　また、ＣＰＵ７は、システムバス８を介して、記録ヘッド６を駆動するためのヘッド駆
動部１３と接続されている。　
　また、ＣＰＵ７は、システムバス８を介して、キャリッジ５を移動させるためのキャリ
ッジモーター１４及び被記録媒体を搬送するために搬送部３に設けられた搬送モーター１
５を駆動させるためのモーター駆動部１６と接続されている。　
　さらに、ＣＰＵ７は、システムバス８を介して、入出力部１８と接続されており、入出
力部１８は、タッチパネル１９及び本実施形態の記録データ生成装置であるＰＣ１７と接
続されている。　
　本実施形態の記録装置１によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報
から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、例えば変換テーブル等を
用いて容易に変換することができる記録データ生成装置に接続して記録できる。
【００３１】
　次に、本発明の一実施形態に係る記録データ生成装置（ＰＣ１７）について説明する。
　
　図３は、本発明の一実施形態に係る記録データ生成装置であるＰＣ１７のブロック図で
ある。　
　ＰＣ１７には、該ＰＣ１７の全体の制御を司るＣＰＵ１００が設けられている。ＣＰＵ
１００は、システムバス１０１を介して、ＣＰＵ１００が実行するＢＩＯＳ等の各種プロ
グラムを格納したＲＯＭ１０２と、データを一時的に格納可能なＲＡＭ１０３と、データ
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の格納装置であるＨＤＤ１０４と、接続されている。なお、ＲＯＭ１０２には、後述する
第１変換テーブル、第２変換テーブル及び第３変換テーブル等が格納されている。
【００３２】
　また、ＣＰＵ１００は、システムバス１０１を介して、ＣＤやＤＶＤ等の光学ディスク
１０６を挿入してデータの読み込みや書き込みを行うことが可能な光学ディスクドライブ
１０５と接続されている。　
　また、ＣＰＵ１００は、システムバス１０１を介して、入出力部１０７と接続されてお
り、入出力部１０７は、記録装置１、モニター１０８、マウス１０９及びキーボード１１
０と接続されている。
【００３３】
　ＰＣ１７は、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有するＲＧＢ形式
の画像データに基づいて、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを有す
るＣＭＹＫ形式の記録データを生成することが可能である。　
　ここで、「ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有する」とは、例え
ば、前記データが、一般的な色情報であるＲＧＢ値の情報の他に、透過度パラメーター等
の透明情報を有する場合等が挙げられる。なお、透明情報を有していれば、透明及び半透
明を表すデータだけではなく、透過度が０のデータも含まれる。　
　本実施形態のＰＣ１７は、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを共に
有する画像データに基づいて、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを
有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成する。後述するように、ＲＧＢ値に関する色情報
と透明度に関する透明情報から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に
、例えば変換テーブル等を用いて容易に変換することができるので、所望の記録画像の記
録が可能な記録データを容易に生成できる。
【００３４】
　なお、本実施例では、ＣＭＹＫ値以外の色情報として下地層形成用のホワイトインクの
情報としている。しかしながら、このようなインクの情報に限定されず、例えば、下地層
形成用ではなく、他のカラーインクと共に画像形成用に使用されるホワイトインクやメタ
リックインク等のＣＭＹＫ値以外の色情報を持つことが可能な色のインク量に関する情報
であってもよい。　
　以下に、他のカラーインクと共に画像形成用に使用されるホワイトインクを用いる記録
装置で記録を行うための、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有する
画像データを、タッチパネル１９にプレビュー画面として表示する一例について説明する
。
【００３５】
　図１３は、タッチパネル１９に表示されるプレビュー画面２０を表す図である。　
　図１３は、被記録媒体としてのＴシャツ２２に、白色画像２１ａ、半透明の白色画像２
１ｂ及び透明画像２１ｃを含む画像２１が描かれたプレビュー画面２０を表している。す
なわち、図１３は、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報とを有する画像デ
ータに基づいて、該画像データに対応する画像２１をタッチパネル１９に表示した状態を
表している。　
　図１３で表されるように、該画像データがＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透
明情報とを有することにより、白色画像２１ａ、半透明の白色画像２１ｂ及び透明画像２
１ｃが明確に認識できる状態で画像２１がプレビュー画面２０に表示されている。
【００３６】
　また、本実施例において、前記ＣＭＹＫ値以外の色情報は、下地層を形成するインク（
本実施例ではホワイトインク）のインク量に関する情報であり、前記ＣＭＹＫ値に関する
色情報は、前記下地層上に前記記録データに基づく記録画像を形成するインクのインク量
に関する情報である。　
　ここで、「下地層を形成するインク」とは、下地層を形成可能なインクを意味する。ま
た、画像データの種類等によって、該インクにより下地層を形成しない場合があってもよ
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い。さらに、下地層を形成する目的と画像を形成する目的の両者を兼ねていてもよい。な
お、この下地層を形成するインクの具体例としては、ホワイトインクの他、メタリックイ
ンクなどが挙げられる。　
　本実施形態のＰＣ１７は、下地層を形成するホワイトインクのインク量及び前記下地層
上に前記記録データに基づく記録画像を形成するインクのインク量を所望の記録画像の記
録が可能な量にする記録データを容易に生成できる。このため、ホワイトインクを用いて
下地層を形成可能な記録装置１を使用して、所望の記録画像の記録が容易に可能である。
【００３７】
　なお、本実施形態のＰＣ１７の代わりに、本発明のプログラムとして、ＲＧＢ値に関す
る色情報と透明度に関する透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データに基づいて、ＣＭ
ＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを
記録データ生成装置に生成させることを特徴とするプログラムを用いてもよい。　
　このようなプログラムは、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、Ｃ
ＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、例えば変換テーブル等を用いて容
易に変換することができるので、所望の記録画像の記録が可能な記録データを、容易に記
録データ生成装置に生成させることができるためである。　
　なお、該プログラムに、本実施形態のＰＣ１７及び後述の記録データ生成過程について
の実施例の特徴として本明細書に記載された内容を随時盛り込んでもよい。
【００３８】
　また、記録データ生成方法として、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報
とを有するＲＧＢ形式の画像データに基づいて、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値
以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データを生成することを特徴とする記録デー
タ生成方法を用いてもよい。　
　このような記録データ生成方法は、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報
から、ＣＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、例えば変換テーブル等を
用いて容易に変換することができる。したがって、所望の記録画像の記録が可能な記録デ
ータを容易に生成できる。　
　なお、該記録データ生成方法に、本実施形態のＰＣ１７及び後述の記録データ生成過程
についての実施例の特徴として本明細書に記載された内容を随時盛り込んでもよい。
【００３９】
　次に、記録データ生成過程について実施例に基づいて詳細に説明する。　
　［実施例１］　
　図４は、本発明の実施例１に係る記録データ生成過程のデータ推移図である。また、図
５は、本発明の実施例１に係る記録データ生成過程に使用される第１変換テーブルである
。また、図６は、本発明の実施例１に係る記録データ生成過程に伴う各情報の値を表す図
である。
【００４０】
　図４で表されるように、本実施例では、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度Ｘに関する透
明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）に基づいて、ＣＭ
ＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データ（
ＣＭＹＫＷ補正インク量データ４１０）を生成する。この際、前記ＲＧＢ値と前記透明度
Ｘとから、前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報であるホワイト
（Ｗ）の色情報とを変換する第１変換テーブル２３０（図５参照）を使用する。
【００４１】
　図６（Ａ）は、本実施例の画像データ（図４のＲＧＢ＋透明画像２１０）における、Ｒ
ＧＢ値に関する色情報を０から２５５までの２５６階調で表したＲＧＢ値と、透明度Ｘに
関する透明情報を０から２５５までの２５６階調で表した透明度Ｘの値と、を表している
。　
　詳細には、Ｕで表される上から１行目から４行目は、１行目から４行目に向けて白色か
ら黒色へ向かうグラデーションを表している。また、Ｍで表される上から５行目から７行
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目は、５行目から７行目に向けて白色から透明へ向かうグラデーションを表している。ま
た、Ｌで表される上から８行目から１０行目は、８行目から１０行目へ向けてグレーから
透明へ向かうグラデーションを表している。
【００４２】
　また、図６（Ｂ）は、本実施例の記録データ（図４のＣＭＹＫＷ補正インク量データ４
１０）における、ＣＭＹＫ値に関する色情報を０から２５５までの２５６階調で表したＣ
ＭＹＫ値と、ＣＭＹＫ値以外の色情報であるホワイト（Ｗ）の色情報を０から２５５まで
の２５６階調で表したＷ値と、を表している。　
　詳細には、Ｕで表される上から１行目から４行目は、１行目から４行目に向けてブラッ
クインクのインク量が増えホワイトインクのインク量が減っている状態を表している。ま
た、Ｍで表される上から５行目から７行目は、５行目から７行目に向けてホワイトインク
のインク量が減っている状態を表している。また、Ｌで表される上から８行目から１０行
目は、８行目から１０行目へ向けてブラックインクのインク量及びホワイトインクのイン
ク量が共に減っている状態を表している。　
　ここで、図６（Ａ）の本実施例の画像データから図６（Ｂ）の本実施例の記録データを
生成する際に、図５で表される第１変換テーブル２３０が使用される。
【００４３】
　なお、本実施例によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、Ｃ
ＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、前記第１変換テーブルを用いて容
易に変換することができる。すなわち、所望の記録画像の記録が可能な記録データを容易
に生成できる。
【００４４】
　［実施例２］　
　図７は、本発明の実施例２に係る記録データ生成過程のデータ推移図である。また、図
８は、本発明の実施例２に係る記録データ生成過程に使用される第２変換テーブルである
。また、図９は、本発明の実施例２に係る記録データ生成過程に伴う各情報の値を表す図
である。
【００４５】
　図７で表されるように、本実施例では、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度Ｘに関する透
明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）に基づいて、ＣＭ
ＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データ（
ＣＭＹＫＷ補正インク量データ４１０）を生成する。この際、前記ＲＧＢ値（ＲＧＢデー
タ２２０）から、前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色であるＷの色
情報（ＣＭＹＫＷインク量データ２５０）に変換する第２変換テーブル２４０（図８参照
）を使用する。また、前記透明度Ｘ（透明度データ３２０）から、第２変換テーブル２４
０を用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色であるＷの
色情報とをＲＯＭ１０２に格納された演算式を用いて補正（補正処理３５０）する。具体
的には、補正処理３５０は、ＣＭＹＫＷインク量データ２５０に、透明度Ｘの値（図９（
Ａ）の透明度Ｘの値）を２５５で割った値を、乗じることにより行われる。　
　すなわち、前記演算式は、　
　ＣＭＹＫＷ補正インク量データ４１０　
　　＝　ＣＭＹＫＷインク量データ２５０　×　（透明度データ３２０　／　２５５）　
と表すことができる。
【００４６】
　図９（Ａ）で表される本実施例の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）は、図６（Ａ
）で表される実施例１の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）と同じである。このため
詳細な説明は省略する。
【００４７】
　また、図９（Ｃ）で表される本実施例の記録データ（ＣＭＹＫＷ補正インク量データ４
１０）は、図６（Ｂ）で表される実施例１の記録データ（ＣＭＹＫＷ補正インク量データ
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４１０）と同じである。このため詳細な説明は省略する。
【００４８】
　ここで、図９（Ａ）の本実施例の画像データから図９（Ｃ）の本実施例の記録データを
生成する際に、図８で表される第２変換テーブル２４０と上記演算式とが使用される。な
お、図８で表される第２変換テーブル２４０は、従来の白色の背景色の被記録媒体に対し
てＲＧＢ形式の画像データからＣＭＹＫ形式の記録データを生成する際に使用していたも
のと同様である。このため、従来のものを使用することで第２変換テーブル２４０を新た
に生成する負荷が軽減されている。　
　具体的には、まず、図９（Ａ）の本実施例の画像データのうちのＲＧＢデータ２２０か
ら、第２変換テーブル２４０を使用し、図９（Ｂ）で表されるＣＭＹＫＷインク量データ
２５０を生成する。次に、このように生成されたＣＭＹＫＷインク量データ２５０を、前
記演算式を使用して上記の補正処理３５０で補正し、ＣＭＹＫＷ補正インク量データ４１
０を生成する。
【００４９】
　なお、本実施例によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、Ｃ
ＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、前記第２変換テーブルと前記演算
式とを用いて容易に変換することができる。すなわち、所望の記録画像の記録が可能な記
録データを容易に生成できる。　
　なお、前記第２変換テーブルは、前記透明度を用いずに前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ
値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報とを変換する。このことにより、前記第
２変換テーブルを前記第１変換テーブルよりも小さくすることができる。
【００５０】
　［実施例３］　
　図１０は、本発明の実施例３に係る記録データ生成過程のデータ推移図である。また、
図１１は、本発明の実施例３に係る記録データ生成過程に使用される第３変換テーブルで
ある。また、図１２は、本発明の実施例３に係る記録データ生成過程に伴う各情報の値を
表す図である。
【００５１】
　図１０で表されるように、本実施例では、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度Ｘに関する
透明情報とを有するＲＧＢ形式の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）に基づいて、Ｃ
ＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報とを有するＣＭＹＫ形式の記録データ
（ＣＭＹＫＷ補正インク量データ４２０）を生成する。この際、前記ＲＧＢ値（ＲＧＢデ
ータ２２０）から、前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色であるＷの
色情報（ＣＭＹＫＷインク量データ２５０）を変換する第２変換テーブル２４０（図８参
照）を使用する。また、前記透明度Ｘ（透明度データ３２０）から第２変換テーブル２４
０を用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色であるＷの
色情報とを変換するための第３変換テーブル３３０（図１１参照）を使用してインク量補
正データ３４０を生成する。そして、インク量補正データ３４０を用い、第２変換テーブ
ル２４０を用いて変換した前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色であ
るＷの色情報を補正（補正処理３５０）する。
【００５２】
　図１２（Ａ）で表される本実施例の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）は、図６（
Ａ）で表される実施例１の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）及び図９（Ａ）で表さ
れる実施例２の画像データ（ＲＧＢ＋透明画像２１０）と同じである。このため詳細な説
明は省略する。
【００５３】
　また、図１２（Ｂ）で表される本実施例のＣＭＹＫＷインク量データ２５０は、図９（
Ｂ）で表される実施例２のＣＭＹＫＷインク量データ２５０と同じである。このため詳細
な説明は省略する。
【００５４】
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　また、図１２（Ｄ）は、本実施例の記録データ（図１０のＣＭＹＫＷ補正インク量デー
タ４２０）における、ＣＭＹＫ値に関する色情報を０から２５５までの２５６階調で表し
たＣＭＹＫ値と、ＣＭＹＫ値以外の色情報であるホワイト（Ｗ）の色情報を０から２５５
までの２５６階調で表したＷ値と、を表している。
【００５５】
　ここで、図１２（Ｂ）のＣＭＹＫＷインク量データ２５０から図１２（Ｄ）の本実施例
の記録データを生成する際、まず、図１１で表される第３変換テーブル３３０を使用し、
図１２（Ｃ）で表されるインク量補正データ３４０を生成する。図１２（Ｃ）で表される
インク量補正データ３４０は、図１２（Ａ）で表されるＲＧＢ＋透明画像２１０のうちの
透明度Ｘに関する透明情報を、第３変換テーブル３３０を使用して変換することにより生
成する。そして、こうして生成したインク量補正データ３４０を用い、補正処理３５０で
、ＣＭＹＫＷインク量データ２５０における前記ＣＭＹＫ値に関する色情報と前記ＣＭＹ
Ｋ値以外の色であるＷの色情報とを補正する。
【００５６】
　なお、本実施例によれば、ＲＧＢ値に関する色情報と透明度に関する透明情報から、Ｃ
ＭＹＫ値に関する色情報とＣＭＹＫ値以外の色情報に、前記第２変換テーブルと前記第３
変換テーブルを用いて容易に変換することができる。すなわち、所望の記録画像の記録が
可能な記録データを容易に生成できる。　
　なお、前記第２変換テーブルは、前記透明度を用いずに前記ＲＧＢ値から前記ＣＭＹＫ
値に関する色情報と前記ＣＭＹＫ値以外の色情報を変換する。このことにより、前記第２
変換テーブルを前記第１変換テーブルよりも小さくすることができる。
【符号の説明】
【００５７】
　１　記録装置、２　装置本体、３　搬送部、４　媒体支持部、５　キャリッジ、
　６　記録ヘッド、７　ＣＰＵ、８　システムバス、９　ＲＯＭ、１０　制御部、
　１１　ＲＡＭ、１２　ＥＥＰＲＯＭ、１３　ヘッド駆動部、
　１４　キャリッジモーター、１５　搬送モーター、１６　モーター駆動部、
　１７　ＰＣ、１８　入出力部、１９　タッチパネル、１００　ＣＰＵ、
　１０１　システムバス、１０２　ＲＯＭ、１０３　ＲＡＭ、１０４　ＨＤＤ、
　１０５　光学ディスクドライブ、１０６　光学ディスク、１０７　入出力部、
　１０８　モニター、１０９　マウス、１１０　キーボード



(12) JP 6149614 B2 2017.6.21

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 6149614 B2 2017.6.21

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(14) JP 6149614 B2 2017.6.21

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(15) JP 6149614 B2 2017.6.21

【図１３】



(16) JP 6149614 B2 2017.6.21

10

フロントページの続き

    審査官  豊田　好一

(56)参考文献  特開２０１３－１５６７７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１０－５１９６０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－２６２５５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２２８３１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２４６６１２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１４４９３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－０７６３９４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　１／４６－６２　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　　２／５２５　　　
              Ｇ０６Ｔ　　　１／００　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　１／４０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

